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福祉サービス第三者評価結果の公表ガイドライン

　平成２１年３月、陣構地区から現在地への移転を機に、小舎制を導入されました。自然豊かな大山の裾野
に建てられた４棟の木造の建物、それに並んで親子支援棟すずらんホーム、管理棟が配置されています。大
舎制から小舎制へ移行し、ハード面の充実はもちろん、児童一人ひとりに対する関わり、食事支援など日常
の生活がより家庭的であたたかなものとなり、児童の表情が明るくなったと感じられています。また、職員
は被虐待児等に対する心理面の支援等、勉強しながら意欲を持って毎日の支援に当たられています。

　理念、基本方針を確立されることで施設の目指すべき方向性を示し、その実現に向けた目標を明確にされ
ることが必要です。小舎制を導入され、試行錯誤の１年から得た課題について整理され、小舎制ならでは
サービス内容、職員体制、人材育成等、現状を分析し明らかになった課題、問題点に対して、組織的に取り
組むための具体的な中・長期計画を策定されることを期待します。



評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

コメント

コメント

※すべての評価項目（５５項目）について、判断基準（ａ・ｂ・ｃの３段階）に基づいた評価結果を表示する。

Ⅰ－２　計画の策定

Ⅰ－２－(1)－②　中・長期計画
を踏まえた事業計画が策定されて
いる。

ａ ・- ・ ｃ

評価項目

Ⅰ－１－(1)－①　理念が明文化
されている。

Ⅰ－２－(2)－①　計画の策定が
組織的に行われている。

Ⅰ－２－(2)－②　計画が職員や
利用者に周知されている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅰ－２－(2)　計画が適切に策定されている。

第三者評価結果

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

第三者評価結果

Ⅰ－１－(1)　理念、基本方針が確立されている。

Ⅰ－１－(1)－②　理念に基づく
基本方針が明文化されている。

Ⅰ－１－(2)－①　理念や基本方
針が職員に周知されている。

　理念、基本方針は職員の行動規範となるため、職員に十分
な周知と理解を促すことが重要です。今回、取り組まれる過
程で職員と一緒に作られることで職員の共通理解を深める機
会となることを期待します。
　入所児童や家族等に対して理念や方針を伝えることは、実
施するサービスに対する安心感や信頼を高めることにつなが
ります。機会をみて話をされたり、「生活のしおり」等へ記
載されるなど入所児童等に対する継続的な取り組みに期待し
ます。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ
Ⅰ－１－(2)－②　理念や基本方
針が利用者等に周知されている。

評価項目

Ⅰ－２－(1)　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

ａ ・- ・ ｃ
Ⅰ－２－(1)－①　中・長期計画
が策定されている。

　中・長期計画は策定されていません。
　３年後５年後を見据え、小舎制ならではのサービスの内
容、職員体制、人材育成等、組織の現状を整理され、でき
るところから取り組まれることを期待します。

　単年度の事業計画は全職員が年度末に１年の振り返りを書
面で提出し、それを基に主任級の職員により草案がつくら
れ、職員会で検討されていますが、単なる年間行事計画、業
務分掌ではなく、中・長期計画の内容が反映された具体的な
事業内容が示されること、また内容によっては利用者の意見
を集約して各計画に反映されることを期待します。
　職員に配布はされていますが、利用者に対しては配布され
ていません。

Ⅰ－１　理念・基本方針

福祉サービス第三者評価結果

Ⅰ－１－(２)　理念、基本方針が周知されている。

　パンフレットに養育方針、管理規程に入所児童に対する
処遇理念、処遇方針は明文化されていますが、法人・施設
の理念、基本方針は確立されていません。
　確立に向け取り組まれているとのことですが、今まで築
き上げてきたもの、入所児童に対する思いを踏まえ、施設
が目指す方向が明文化されることを期待します。



Ⅰ－３　管理者の責任とリーダーシップ

コメント

コメント

コメント

評価対象Ⅱ　組織の運営管理

Ⅰ－３－(2)－②　経営や業務の
効率化と改善に向けた取り組みに
指導力を発揮している。

評価項目

Ⅱ－１　経営状況の把握

Ⅰ－３－(1)－①　管理者自らの
役割と責任を職員に対して表明し
ている。

Ⅰ－３－(1)－②　遵守すべき法
令等を正しく理解するための取り
組みを行っている。

Ⅰ－３－(2)－①　質の向上に意
欲を持ちその取り組みに指導力を
発揮している。

　管理者の役割と責任について文書化はされていません
が、毎月１回開催される職員会で表明されています。職員
からの相談には、その都度、丁寧に対応され信頼が得られ
ています。
　遵守すべき法令等を把握し、折に触れ説明もされていま
すが、福祉分野に限らず、雇用・労働、防災、環境への配
慮に関するものも含めリスト化され、職員がいつでも確認
できる体制が作られることを期待します。

第三者評価結果

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅰ－３－(1)　管理者の責任が明確にされている。

Ⅱ－１－(1)　経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅱ－２－(1)－①　必要な人材に
関する具体的なプランが確立して
いる。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅱ－２－(1)－②　人事考課が客
観的な基準に基づいて行われてい
る。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅰ－３－(2)　管理者のリーダーシップが発揮されている。

　職員会議の中で子どもに信頼される職員像を繰り返し話さ
れ、質の向上に意欲を持っておられますが、職員の意見を聞
く機会を設ける等、具体的な取り組みは行われていません。
　人員体制の確保のため、ユニット加算、被虐待児等受入加
算が取れるよう取り組まれていますが、職員が働きやすい環
境整備、人員配置は十分ではありません。経営や業務の効率
化に向け管理者の指導力がさらに発揮されることを期待しま
す。

ａ ・ ｂ ・ ｃ
Ⅱ－１－(1)－③　外部監査が実
施されている。

　県内３児童相談所とのケース検討会（年１回）、県児童
養護施設協議会（年２回）、県児童福祉入所施設協議会
（年２回）で行政関係者を交えた情報交換会により動向が
把握されています。
　経営状況の分析は行われていません。経営状況を点検
し、中・長期計画に反映されることを期待します。
　外部監査は実施されていません。

　必要な人材や人員体制に関する具体的なプランは確立されて
いません。措置施設であるため、入所児童の人数の把握が難し
く人員配置についてのプランが立てにくいとのことですが、必
要な人材や人員体制に関する基本的な考えや人事管理に関する
方針を明確にし、具体的なプランを確立されることを期待しま
す。
　人事考課は行われていません。賃金や処遇に格差をつけるた
めの人事考課ではなく、人材育成のための人事考課が行われる
ことを期待します。

第三者評価結果評価項目

Ⅱ－２　人材の確保・養成

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

第三者評価結果評価項目

Ⅱ－１－(1)－①　事業経営をと
りまく環境が的確に把握されてい
る。

Ⅱ－１－(1)－②　経営状況を分
析して改善すべき課題を発見する
取り組みを行っている。

Ⅱ－２－(1)　人事管理の体制が整備されている。



コメント

Ⅱ－２－(3)－①　職員の教育・
研修に関する基本姿勢が明示され
ている。

Ⅱ－３　安全管理

評価項目 第三者評価結果

　緊急連絡網は作成されていますが、利用者の安全確保について組織と
しての体制が整備されていません。利用者の安全確保のため必要なマ
ニュアル（事故発生対応マニュアル、衛生管理マニュアル等）を整備さ
れ、職員に周知されることが望まれます。また、組織として責任と役割
を明確にした管理体制を確立し、継続的に取り組まれることを期待しま
す。
　施設内で発生したヒヤリハットについて記録され、職員会で話し合い
が持たれています。
　避難訓練を毎月1回実施されており、各ホームに大型消火器が設置さ
れています。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

　職員の教育・研修に関する組織の基本姿勢は明示されて
いません。組織が目指す福祉サービスを実施するため、組
織が求める職員のあり方を明確にした基本姿勢が、基本方
針や各計画の中に、明示されることが望まれます。
　職員一人ひとりについて、教育・研修計画は策定されて
いません。それぞれの職員に求められる技術や知識等につ
いて評価・分析を行い、さらに職員一人ひとりの希望を踏
まえた計画を策定されることを期待します。

Ⅱ－２－(3)　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ－２－(2)－①　職員の就業状
況や意向を把握し必要があれば改
善する仕組みが構築されている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅱ－２－(4)－②　実習生の育成
について積極的な取り組みを行っ
ている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

　実習担当者を設置し、保育士等の実習生を受入れられて
いますが、基本姿勢、受入れに関するマニュアルは整備さ
れていません。
　実習にあたり各学校の実習協議会に参加され、協定書が
結ばれています。実習プログラムについては、各学校から
のプログラムにできる限り対応できるよう配慮され、セラ
ピストによる心理についての説明も取り入れられていま
す。

Ⅱ－３－(1)　利用者の安全を確保するための取り組みが行われている。

Ⅱ－２－(4)－①　実習生の受け
入れに対する基本的な姿勢を明確
にし体制を整備している。

Ⅱ－２－(2)　職員の就業状況に配慮がなされている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅱ－２－(4)　実習生の受け入れが適切に行われている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅱ－２－(3)－②　個別の職員に
対して組織としての教育・研修計
画が策定され計画に基づいて具体
的な取り組みが行われている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅱ－２－(3)－③　定期的に個別
の教育・研修計画の評価・見直し
を行っている。

Ⅱ－２－(2)－②　福利厚生事業
に積極的に取り組んでいる。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

　管理者は有休休暇取得状況、時間外労働について勤務表で把握されて
います。昨年は職員が４連休を取れるような取り組みを実施されまし
た。職員の意向を把握するためには、随時対応されるのではなく、定期
的に職員との個別面談の機会を設ける等、職員の意向を聴取し、改善す
る仕組み作りに取り組まれることを期待します。
　メンタル面に関して、希望があれば職員が相談できるよう、カウンセ
ラー、専門家を紹介することができます。園内のセラピストに相談する
ことも可能です。
　ソウェルクラブに加入されています。施設内互助会でも余暇活動（旅
行、親睦会など）が実施されています。

Ⅱ－３－(1)－①　緊急時（事
故、感染症の発生時など）の対応
など利用者の安全確保のための体
制が整備されている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅱ－３－(1)－②　利用者の安全
確保のためにリスクを把握し対策
を実行している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ



コメント

コメント

Ⅲ－１－(1)　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

評価項目 第三者評価結果

　自治会に加入されており、地域の清掃活動に参加されています。
また、地域の方、児童の友人、その保護者を招いてのバーベキュー
大会やもちつき大会、移転前の地区の方から招かれてグランドゴル
フ大会など交流が持たれていますが、移転から１年ということで継
続的な取り組みには至っていません。回覧に広報紙を入れること
で、施設に対する理解を深めていただけるよう取り組まれていま
す。
　地域の保育園と相互に行き来できる関係づくりに取り組まれてい
ます。親子支援棟すずらんホームの活用も検討されています。
　ボランティア担当者を設置され、ピアノレッスン、学習ボラン
ティアを受入れられていますが、受入れに対する基本姿勢、マニュ
アルは整備されていません。ボランティアに関する組織としての姿
勢や受入れの目的を明文化され、全職員がその意義や方針を理解さ
れることを期待します

Ⅲ－１－(2)－①　利用者満足の
向上を意図した仕組みを整備して
いる。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－１－(2)－②　利用者満足の
向上に向けた取り組みを行ってい
る。

Ⅲ－１－(2)　利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ－１－(1)－①　利用者を尊重
したサービス提供について共通の
理解を持つための取り組みを行っ
ている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－１－(1)－②　利用者のプラ
イバシー保護に関する規程・マ
ニュアル等を整備している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅱ－４－(1)－②　事業所が有す
る機能を地域に還元している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

　学校、相談機関については職員で情報を共有されていま
すが、文書として明示されていません。個々の利用者の状
況に対応できる社会資源を明示し、当該地域の関係機関・
団体の機能や連絡先を記載した資料を作成されることを期
待します。
　児童相談所、地域の小学校・中学校、各市町村の要保護
児童対策地域協議会と連絡会が持たれています。

Ⅱ－４－(1)－③　ボランティア
受け入れに対する基本姿勢を明確
にし体制を確立している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅱ－４　地域との交流と連携

評価項目

Ⅱ－４－(3)－①　地域の福祉
ニーズを把握している。

Ⅱ－４－(3)－②　地域の福祉
ニーズに基づく事業・活動が行わ
れている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅱ－４－(1)－①　利用者と地域
とのかかわりを大切にしている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

第三者評価結果

Ⅱ－４－(1)　地域との連携が適切に確保されている。

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅱ－４－(3)　地域の福祉向上のための取り組みを行っている。

Ⅱ－４－(2)　関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ－４－(2)－①　必要な社会資
源を明確にしている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅱ－４－(2)－②　関係機関等と
の連携が適切に行われている。

　関係機関との連絡会を通してニーズの把握がされていま
す。
　ＣＡＰＴＡ西部事務局として虐待に関する相談を受けら
れています。養育相談にはその都度応じられていますが、
地域の福祉ニーズに基づいた計画的な取り組みには至って
いません。

　子どもの権利擁護について、施設内外での研修会に参加され積極的に取り組ま
れていますが、子どもに対しての周知が十分とは言えません。「子どもの権利
ノート」が配布されており、子ども達の権利について（プライバシーについても
含む）年１回児童相談所が説明されています。
　利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュアルは整備されていません。
プライバシー保護に関する姿勢・意識を職員に周知徹底するため、規定・マニュ
アルを整備されることが望まれます。
　中・高校生にはできる限り個室が与えられるよう配慮されています。面会時に
は面会室のほか、親子支援棟すずらんホームが使われています。

　日常生活の中で意見、要望は聞かれています。
　基本姿勢を明確にすることで組織的な考えを明らかにし、
定期的に子どもや保護者からの意見を吸い上げ具体的にサー
ビス改善に結びつけられるよう、組織として継続的に行う仕
組みを整備されることを期待します。



コメント評価項目 第三者評価結果

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－２－(1)　質の向上に向けた取り組みが組織的に行われている。

Ⅲ－１－(3)－①　利用者が相談
や意見を述べやすい環境を整備し
ている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－１－(3)－②　苦情解決の仕
組みが確立され十分に周知・機能
している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－１－(3)－③　利用者からの
意見等に対して迅速に対応してい
る。

Ⅲ－２　サービスの質の確保

Ⅲ－２－(2)　個々のサービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ－２－(1)－①　サービス内容
について定期的に評価を行う体制
を整備している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－２－(1)－②　評価の結果に
基づき組織として取り組むべき課
題を明確にしている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－２－(1)－③　課題に対する
改善策・改善計画を立て実施して
いる。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

　今回の第三者評価が初めての受審です。管理棟、各ホー
ムごとに自己評価をされ、職員会でまとめられました。
　今回の評価で明らかになった課題に対し、改善策・改善
計画を策定され、ＰＤＣＡサイクルにより継続的な改善に
取り組まれることを期待します。

Ⅲ－２－(3)－②　利用者に関す
る記録の管理体制が確立してい
る。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－２－(3)－③　利用者の状況
等に関する情報を職員間で共有化
している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－２－(3)－①　利用者に関す
るサービス実施状況の記録が適切
に行われている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－２－(3)　サービス実施の記録が適切に行われている。

Ⅲ－２－(2)－①　個々のサービ
スについて標準的な実施方法が文
書化されサービスが提供されてい
る。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－２－(2)－②　標準的な実施
方法について見直しをする仕組み
が確立している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

　標準的な実施方法について文書化はされていません。職
員が一定水準のサービス提供ができるよう、必要なマニュ
アルを整備されることが望まれます。
　定期的に標準的なサービスの実施方法を見直すことで、
福祉サービスの質に関する検討が組織として継続的に行わ
れることを期待します。

　利用者に対するサービスの実施状況は適切に記録されて
います。
　国の基準に従い永久保存されていますが、責任者が明文
化されていません。文書管理規程や個人情報保護規定を整
備され、職員に周知されることを期待します。
　利用者の日々の状況は学園全体での朝礼、午後からの引
継ぎ連絡会で共有されています。また、毎月の職員会でも
報告されています。

　管理棟玄関ホールに意見箱が置かれています。小舎制の
家庭的な雰囲気の中、自由に意見、要望を出し合い、出さ
れた意見・要望について、子ども達を含めその都度話し合
いがされています。食事については栄養士がそれぞれの
ホームで聞き取りをされ、献立に反映されています。
  苦情解決責任者、苦情受付担当者が設置され、施設の第
三者委員の連絡先とともに管理棟玄関ホールに掲示されて
います。また、文書により担当者、第三者委員、苦情解決
の方法を明記され、児童、保護者へ配布されています。
　利用者からの意見に対しては、その都度、対応されてい
ますが、苦情対応マニュアルが職員に対し十分に周知され
ていません。
　

Ⅲ－１－(3)　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。
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　児童相談所と連携され引継ぎをされていますが、ケースに
よっては、十分な取り組みに至っていません。退所前の援助、
引継ぎや申送りの手順等を定め、利用者の退所後の生活がス
ムーズに行えるよう組織として継続的に支援されることを期待
します。

コメント

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－４－(1)－②　利用者の課題
を個別のサービス場面ごとに明示
している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

評価項目 第三者評価結果

Ⅲ－４　サービス実施計画の策定

Ⅲ－３－(１)－①　利用希望者に
対してサービス選択に必要な情報
を提供している。

Ⅲ－３　サービスの開始・継続

評価項目

Ⅲ－３－(１)　サービス提供の開始が適切に行われている。

Ⅲ－３－(2)－①　事業所の変更
や家庭への移行などにあたりサー
ビスの継続性に配慮した対応を
行っている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

第三者評価結果

Ⅲ－３－(１)－②　サービスの開
始にあたり利用者等に説明し同意
を得ている。

　アセスメントに基づき、個別の支援計画が策定されてい
ます。計画は各ホームの担当３人で策定されており、４ヶ
月に１回を目安に見直しをされています。
　中・高生、保護者に対しては、支援計画の内容を共有す
ることで、協力を得られるような取り組みが検討されてい
ます。

Ⅲ－３－(2)　サービスの継続性に配慮した対応が行われている。

Ⅲ－４－(1)　利用者のアセスメントが行われている。

Ⅲ－４－(2)－①　サービス実施
計画を適切に策定している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－４－(2)－②　定期的にサー
ビス実施計画の評価・見直しを
行っている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ⅲ－４－(1)－①　定められた手
順に従ってアセスメントを行って
いる。

Ⅲ－４－(2)　利用者に対するサービス実施計画が策定されている。

　体験入所を実施されていますが、施設のサービスに関す
る情報提供はされていません。措置施設ではありますが、
利用者がサービス選択の際に参考にすることができるよう
関係機関にパンフレットを置かれるなど情報を提供される
ことが望まれます。
　サービスの開始にあたり施設での生活についてパンフ
レット、生活のしおりにより説明されています。

　県内、全児童養護施設統一のアセスメントシートとして
「児童支援計画」が個別に作成されています。
　学校、食事、就職、父母への思い等、個々の状況に応じ
て場面ごとに課題が明示されています。
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　小舎制の家庭的な雰囲気の中、各ホームで生活全般に対
し、小さなことでも子ども自身が考えて行動できるよう、
配慮されています。

　生活のしおりにより説明がされていますが、情報提供が
十分とはいえません。中・高生には支援計画を通して主体
的に選択ができるよう支援されることが検討されていま
す。

　本人の出生や生い立ち、家族の状況等について、適切に
伝えられています。

　子どもや保護者の思想や宗教の自由が尊重されていま
す。

Ａ－１－（１）－⑧ 子どもや保
護者の思想や信教の自由は、他の
子どもや保護者の権利を妨げない
範囲で保障されている。

Ａ－１－（１）－⑦ 子どもに対
する暴力、言葉による脅かし等の
不適切な関わりの防止と早期発見
に取り組んでいる。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ - ・ ｃ

Ａ－１－（１）－⑥ 体罰を行わ
ないよう徹底している。

ａ ・ - ・ ｃ

Ａ－１－（１）－④ 多くの人た
ちとのふれあいを通して、子ども
が人格の尊厳を理解し、自他の権
利を尊重し共生ができるよう支援
している。

福祉サービス第三者評価結果
（付加基準－児童養護施設版－）

Ａ－１ 利用者の尊重

A－１－（１）利用者の尊重

※すべての評価項目（3３項目）について、判断基準（ａ・ｂ・ｃの３段階）に基づいた評価結果を表示する。

第三者評価結果評価項目

Ａ－１－（１）－⑤ 子どもの発
達に応じて、本人の出生や生い立
ち、家族の状況等について、子ど
もに適切に知らせている。

Ａ－１－（１）－① 子ども自身
が自分たちの生活全般について自
主的に考える活動（施設内の自治
会活動等）を推進し、施設におけ
る生活改善に向けて積極的に取り
組んでいる。

Ａ－１－（１）－② 施設の行う
援助について事前に説明し、子ど
もが主体的に選択（自己決定）で
きるように支援している。

Ａ－１－（１）－③ 多くの生活
体験を積ませる中で、子どもがそ
の問題や事態の自主的な解決等を
通して、健全な自己の成長や問題
解決力を形成できるように支援し
ている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ - ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

　管理規程に明記されています。職員会議でも管理者が話
をされ徹底されています。

　小舎制による異年齢の小集団により、家庭的な生活が日
常的に送られています。また、地域交流、県内児童養護施
設との交流キャンプ、学園1泊旅行などの行事を通し、多
様な経験、多くの人たちと触れ合う機会が設けられていま
す。
　

　移転に伴い、活動範囲が広くなったことで友人のところ
や買物に出かけるなど自主的な行動が見られるようになり
ました。また、通学途中に地域の人々と触れ合う機会が多
くなっています。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ
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　小舎制により、子どもとの触れ合いが厚くなりました
が、知的な遅れがみられる児童に対しての援助が十分とは
いえません。

　日々の生活の中で、他者への心づかいや約束ごとについ
て話がされています。

A－２－（５）衛生管理、健康管理、安全管理

Ａ－２－（５）－① 発達段階に
応じ、身体の健康（清潔、病気、
事故等）について自己管理ができ
るよう支援している。

第三者評価結果評価項目

Ａ－２ 日常生活支援サービス

A－２－（１） 援助の基本

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ａ－２－（５）－② 医療機関と
連携して一人ひとりの子どもに対
する心身の健康を管理するととも
に、異常がある場合は適切に対応
している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ａ－２－（２）－② 子どもの生
活時間にあわせた食事の時間が設
定されている。

Ａ－２－（４）－② 発達段階に
応じて居室等の整理整頓、掃除等
の習慣が定着するよう援助してい
る。

ａ ・ - ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ａ－２－（３）－① 衣服は清潔
で、体に合い、季節にあったもの
を提供している。

Ａ－２－（２）－① 食事をおい
しく楽しく食べられるよう工夫
し、栄養管理にも十分な配慮を
払っている。

Ａ－２－（１）－② 子どもの協
調性を養い、社会的ルールを尊重
する気持ちを育てている。

Ａ－２－（３）－② 子どもが衣
習慣を習得し、衣服を通じて適切
に自己表現できるように援助して
いる。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ - ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

A―２－（２） 食生活

Ａ－２－（２）－③ 発達段階に
応じて食習慣を習得するための支
援を適切に行っている。

　食事の献立は栄養士が立てられていますが、高校生のお
弁当も含め全て各ホームで作られています。各ホームには
ＩＨクッキングヒーターが設置されており、子ども達は日
常的な食事の準備の手伝い、おやつ作りを安全に行うこと
ができます。
　家庭と同じ雰囲気の中で食事をすることで、自然に食事
のマナーを身につけたり、後片付けを自主的にできるよう
支援されています。栄養士は残飯量を把握されるなど栄養
管理にも配慮されています。
　食事時間の目安は設けられていますが、各ホームで子ど
も達の状況に合わせ対応されています。
　外食の機会も設けられています。

Ａ－②－（１）－① 子どもと職
員との間に信頼関係を構築し、常
に個々の子どもの発達段階や課題
に考慮した援助を行っている。

　幼児については、排泄、手洗い、歯磨きなど職員が把握
され支援されています。小学生を対象に交通ルールの指導
も実施されています。
　服薬管理、健康管理が特別に必要な児童に対しては、日
頃から注意深く観察し、医療機関と連携されながら対応さ
れています。
　年2回の健康診断が実施されています。

A－２－（３） 衣生活

　衣服は各ホームで毎日洗濯され、季節に合ったものが提
供されています。
　高年齢児は職員と一緒に買物に出掛け、自分自身で選び
購入できる機会が設けられています。
　洗濯物は自分でタンスにしまい、整理整頓ができるよう
支援されています。

A－２－（４）住生活

　異年齢の小集団で構成されているので、トイレ、洗面所
には踏み台を置かれるなど工夫がされています。各部屋に
エアコンが完備されており、決められたルールの中で各自
が責任をもって使用されています。入浴時間も自由になっ
ています。
　居室の掃除、整理整頓は各ホームでルールを作り、実施
されていますが、中・高生に対して、基本的生活習慣とし
て身につくよう援助されること期待します。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ａ－２－（４）－① 居室等施設
全体が生活の場として安全性や快
適さに配慮したものになってい
る。

ａ ・ ｂ ・ ｃ



　ケース会議にて協議されています。園内で解決が困難な
ケースに関しては児童相談所に相談され、適切な対応が取
られています。子どもの問題行動に関して、未然に防ぐこ
との難しさを感じておられます。

　児童に関する問合せ（電話対応）マニュアルはありま
す。保護者から強引な引取りがあった場合の対応について
職員間で検討し、統一的な対応が図られるよう取り組まれ
ることを期待します。

　日常生活の中、その時々に声かけをされています。小舎
制により目が行き届きやすくなり、早期発見につながって
います。

　行事によっては子どもの意見が取り入れられ、実施され
ていますが十分な取り組みとはいえません。子どもが参画
しやすいよう取り組まれることを期待します。

　休日は自由に活動できるよう配慮されています。

　高校生に関しては自分で管理されていますが、その他の
子ども達は職員が管理されています。それぞれがお小遣い
帳をつけ、計画的な小遣いの使用ができるよう支援されて
います。

　児童の友人が自由に遊びに来られるよう配慮されていま
すが、リビングと限定されています。高校生の門限の設定
が発達や状況に応じたものになっていません。

　取り組まれていません。

　生活場面でその時々に各ホームで話されていますが、伝
え方の難しさを感じておられます。また、学校で性教育の
授業があった時は、理解を深める機会と捉え職員は声かけ
をされるなど対応されています。

　自立支援計画に基づき支援されています。セラピストを
配置されており、心理的な支援に取り組まれていますが、
生活場面での関わりが十分ではなく生かしきれていませ
ん。

　大山町教育委員会（毎週火、金）や名和中学校（毎週
木）の協力で園内で勉強会が開かれています。週末には学
習ボランティアも来られ、学習環境が整えられています。
小学校４年生までは学校と連絡ノートにより連携が図られ
ています。
　奨学金制度について情報提供がされています。進路につ
いては保護者、児童相談所を交え相談されています。

A－２－（９） メンタルヘルス

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ - ・ ｃ

Ａ－２－（７）－③ 子どもの発
達段階に応じて、金銭の管理や使
い方など経済観念が身につくよう
支援している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ａ－２－（６）－① 子どもが暴
力・不適応行動などの問題行動を
とった場合に適切に対応してい
る。

Ａ－２－（６）－② 虐待を受け
た子ども等、保護者からの強引な
引き取りの可能性がある場合、施
設内で安全が確保されるよう努め
ている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ａ－２－（６）－③ 施設内の子
ども間の暴力、いじめ、差別など
が生じないよう施設全体に徹底し
ている。

Ａ－２－（７）－② 休日等に子
どもが自由に過ごせるよう配慮し
ている。

Ａ－２－（７）－④ 子どもが友
人や地域との関係を深められるよ
う支援している。

A－２－（７） 自主性、自律性を尊重した日常生活

Ａ－２－（７）－① 行事などの
プログラムは、子どもが参画しや
すいように計画・実施されてい
る。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ａ－２－（８）－④ 子どもの年
齢・発達段階に応じて、異性を尊
重し思いやりの心を育てるよう、
性についての正しい知識を得る機
会を設けている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ａ－２－（８）－① 学習環境の
整備を行い学力に応じた学習支援
を行っている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ａ－２－（８）－② 学校を卒業
する子どもの進路について、「最
善の利益」にかなった進路の自己
決定ができるよう援助している。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

Ａ－２－（９）－① 被虐待児な
ど心理的なケアが必要な子どもに
対して心理的な支援を行ってい
る。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

A－２－（８） 学習支援、進路指導等

Ａ－２－（８）－③ 職場実習や
職場体験等の機会を通して、社会
経験の拡大に取り組んでいる。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

A―２－（６） 問題行動に対しての対応



　家庭支援専門員（ファミリーソーシャルワーカー）が家
族からの相談窓口となり、調整をされています。家族への
状況報告は、参観日、懇談、運動会等の学校行事の前後、
施設行事の前後などにされていますが、書面による報告を
定期的にされることを期待します。
　面会などが少ない保護者に対しては手紙を出されるなど
支援されています。また、親子支援棟すずらんホームを利
用し、親子再統合に向けた準備訓練など家族支援が行われ
ています。支援計画を共有することで、さらに協力が得ら
れるよう働きかけられることを期待します。

Ａ－２－（１０）－② 子どもと
家族の関係づくりのために面会、
外出、一時帰省などを積極的に
行っている。

ａ ・ ｂ ・ ｃ

A－２－（10） 家族とのつながり

Ａ－２－（１０）－① 児童相談
所等と連携し、子どもと家族との
関係調整を図ったり家族からの相
談に応じる体制づくりができてい
る。

ａ ・ ｂ ・ ｃ


